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思いやりと交流で創る   新生文化都市 
SHIMOTSUKE-CITY

子
ほ
め
条
例（
児
童
表
彰 

条
例
）発
祥
の
地
か
ら
全
国 

へ
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

市
民
力
養
成
講
座 

「
あ
な
た
に
も
で
き
る 

『
ま
ち
づ
く
り
』講
座
」開
講 

 

　
11
月
23
日
（
月
）
、
山
梨
県
山

梨
市
で
「
子
ど
も
を
ほ
め
て
育
て

る
研
究
会
IN
山
梨
市
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
研
究
会
は
、
「
子
ほ
め
条

例
」
の
制
定
を
目
指
す
全
国
の
市

町
村
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度

は
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
古
口
紀

夫
教
育
長
が
参
加
し
ま
し
た
。 

            

　
下
野
市
は
、
児
童
表
彰
条
例
（
こ

ほ
め
条
例
）
の
発
祥
地
と
し
て
ば

か
り
で
は
な
く
、
合
併
後
も
継
続

し
て
実
施
し
て
い
る
市
と
し
て
全

国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
子

ほ
め
条
例
は
、
市
内
の
小
学
生
全

員
が
卒
業
ま
で
に
必
ず
1
回
表
彰

を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
、
子
ど

も
た
ち
の
発
達
に
必
要
不
可
欠
な

自
己
肯
定
感
や
安
心
感
な
ど
を
、 

　
地
域
活
動
の
推
進
の
た
め
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
参
画
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
知
識
や
技
術
を
学

ん
で
も
ら
う
講
座
を
開
講
し
ま
し

た
。 

　
特
に
団
塊
世
代
の
方
が
地
域
デ

ビ
ュ
ー
を
果
た
し
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
企
画
し
ま
し
た
。 

　
第
1
回
目
は
「
ま
ち
づ
く
り
　

次
の
世
代
に
残
す
も
の
」
と
し
て
、

白
鴎
大
学
教
育
学
部
教
授
の
結
城

史
孝
先
生
か
ら
、
下
野
市
の
い
い

と
こ
ろ
、
問
題
点
、
孫
た
ち
に
残

し
た
い
も
の
な
ど
に
つ
い
て
、
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
形
式
の
講
義
を
受
け
ま

し
た
。 

　
第
2
回
目
は
、
市
内
で
活
躍
し

て
い
る
団
体
の
活
動
内
容
に
つ
い 

 
て
、
事
例
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。 

発
表
し
て
く
れ
た
の
は
、
下
野
薬

師
寺
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
、
木
を

知
ろ
う
森
を
知
ろ
う
会
、
天
平
の

丘
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
皆

さ
ん
で
す
。
第
3
回
目
〈
1
月
16

日
（
土
）
〉
は
、
実
際
に
市
内
各

施
設
へ
、
ま
ち
づ
く
り
の
魅
力
さ

が
し
に
出
か
け
ま
す
。 

　
全
4
回
の
講
座
で
、最
終
回〈
2

月
6
日
（
土
）
〉
は
ま
ち
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
す
。
講
師

は
、
宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
の
陣

内
雄
次
先
生
で
す
。 

　
共
に
午
前
10
時
か
ら
、
生
涯
学

習
情
報
セ
ン
タ
ー
集
合
で
す
。 

　
途
中
参
加
や
、
単
発
で
の
受
講

も
可
能
で
す
の
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
生

涯
学
習
課
（
☎
52-

１
１
１
９
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
放
送
大
学
で
は
平
成
22
年
度
第

1
学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。 

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。 

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
・
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。 

●
出
願
締
切 

　
2
月
28
日
（
日
） 

●
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先 

　
放
送
大
学
と
ち
ぎ
学
習
セ
ン
タ
ー 

☎
０
２
８
（
６
３
２
）
０
５
７
２ 

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。 

   

　
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
主
催 

「
海
浜
の
旬
・
あ
ん
こ
う
」 

参
加
者
募
集 

放
送
大
学 

4
月
生
募
集 

,,,,,

市
が
行
政
施
策
と
し
て
全
市
的
に

行
っ
て
い
く
と
い
う
、
他
に
類
を

見
な
い
先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。 

　
同
会
場
内
で
行
わ
れ
た
ポ
ス
タ

ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
、
未
制
定
の

市
町
か
ら
、
設
置
理
念
や
実
施
方

法
に
つ
い
て
質
問
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
全
国
に
こ
の
「
子

ほ
め
条
例
」
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
、
引
き
続
き
啓
蒙
啓
発
運

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

    

　
海
の
旬
の
味
覚
を
味
わ
い
、
季

節
を
感
じ
な
が
ら
、
親
子
や
家
族
、

仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
ま
せ

ん
か
？ 

●
期
　
日 

　
2
月
13
日
（
土
）
〜
14
日
（
日
） 

●
内
　
容 

　
あ
ん
こ
う
の
吊
し
切
り
実
演
・

海
浜
あ
ん
こ
う
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ・

塩
づ
く
り
と
つ
ぼ
焼
い
も
・
貝
笛

づ
く
り
・
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
グ
ラ

ス
づ
く
り
　
ほ
か 

※
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
ん
こ
う

を
使
っ
た
料
理
が
入
り
ま
す
。 

●
対
象
・
募
集
人
数 

　
栃
木
県
民
一
般
　
約
２
５
０
名 

●
参
加
費 

　
大
人
　
　
　
４ 

８
１
０
円
　 

　
高
校
生
　
　
３ 

４
２
０
円 

　
中
学
生
　
　
２ 

６
８
０
円 

　
小
学
生
　
　
２ 

４
８
０
円 

　
3
歳
以
上
　
１ 

６
８
０
円 

　
3
歳
未
満
　
３
８
０
円 

※
夕
食
の
特
別
食
、
2
日
目
の
昼

食
希
望
の
場
合
、
別
途
料
金
が
加

算
さ
れ
ま
す
。 

●
申
し
込
み 

　
は
が
き
・
Ｆ
A
Ｘ
・
電
話
に
て

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

　
は
が
き
・
Ｆ
A
Ｘ
の
場
合
は
、

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
・ 

代
表
者
及
び
全
参
加
希
望
者
の
氏

名
・
年
齢
（
学
年
）
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。
（
1
グ
ル
ー
プ
10
名

ま
で
） 

●
募
集
締
切
　
1
月
6
日
（
水
） 

●
問
い
合
わ
せ
先 

と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家 

〒
３
１
１
―
１
４
１
２ 

茨
城
県
鉾
田
市
玉
田
３
３
６
―
２ 

☎
０
２
９
１
（37）
４
０
０
４ 

Ｆ
A
Ｘ  

０
２
９
１
（37）
４
０
０
８ 
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